
ひふみのあゆみ 2010年1月12日号

ひふみ投信

 

2009年12月度

 

ご報告書

レオス・キャピタルワークス株式会社
金融商品取引業者：関東財務局長（金商）第1151号

加入協会：社団法人投資信託協会
社団法人日本証券投資顧問業協会

・本資料は、レオス・キャピタルワークス（以下「当社」といいます。）が投資家の皆さまに情報提供を行なう目的で作成したものであり、投資勧誘を目的に作成
されたものではありません。
・本資料の作成にあたり、当社では情報の正確性等について細心の注意を払っておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
・本資料に掲載されている市場見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来の株価等の動きやファンドの将来の運用成果を保証するものでは
ありません。また、将来予告なしに変更される場合もあります。
・投資信託の取得の申込みにあたっては、投資信託説明書（目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、投資判断はお客さまご自身で行なっていただきます
ようお願いいたします。

１２月は１１月の投資環境とは一変して、大きな反転相場になりました。ドバイショックで広がった金融不安が１１月末に

 

はピークに達しましたが、アブダビのドバイへの救済策が発表されたことで世界の金融市場に安ど感が広がったことや、

 

日銀の金融緩和姿勢が明確になったことで、短期金利が低下するとともに円高が是正され、日本株に対する投資姿勢

 

が改善し始めました。これまで海外の投資家は日本株の保有株比率を非常に低く保っていましたが、日本株に対する

 

投資比率を引き上げる動きがおきました。

株価が大きく上昇したのは時価総額の大きな国際優良株が中心でした。為替が円高傾向から円安に修正が進むにつ

 

れて、円安メリットをうける輸出・ハイテク企業が大きく上昇をしました。

また米国の雇用統計が事前の予想を上回り改善傾向にあることから、米国と米国の株式市場に対する信頼感が高ま

 

り、年初来高値を更新していることも日本株の反発には大きく寄与しました。

そのような中、ひふみ投信は｢守りながら増やす｣という考え方から現金比率を高めにしていましたが、１２月に入り、株

 

式市場に先高観が感じられること、為替が円安方向にふれたことにより、２つの行動をしています。

①現金の比率を減らして株式の比率を上昇させること。

②内需成長株で小型株の組入れを減らして、外需成長株で大型株の組入れを開始すること

です。

その流れで、小松製作所（6301）をポートフォリオに組み入れました。小松製作所は建設機械の大手のひとつですが、

 

海外でのシェアが高い会社です。それも今後世界でも成長が予想される、中国やインドやロシア、ブラジルなどの新興

 

国の比率が高く、世界の成長の恩恵を受ける企業です。またハイテク化が進んでおり、建設機械にGPSをつけて、生産

 

現場でどのような場所でどのような動きをしているのかを探索するIT技術などのソフトウェアにも強みがあります。

運用責任者からお客様へ

◆ 12月の投資環境（株式市場等での出来事）と「ひふみ投信」の運用について

平素よりお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。

昨年は、株主の変更等でお客様にご心配をおかけしたにもかかわらず、変わらぬご高配を賜り、誠にありがとうございまし

 

た。本年は、お客様からの要望や世の中の流れを敏感に感じ取り、スピード感をもってサービスを提供していきたいと考え

 

ています。かねてよりお客様から要望が強かったＷｅｂサービス機能を3月をめどに新たにリリースし、利便性の高いサービ

 

スを1日でも早くご提供できるよう、現在準備を進めております。

当社では、運用成績の向上と更なるサービス内容の拡充に日々努めてまいります。

本年も、何卒レオス・キャピタルワークスの「ひふみ投信」をご愛顧くださいますよう、役職員一同、心よりお願い申し上げ

ます。

レオス・キャピタルワークス株式会社

 

代表取締役社長

 

岩田次郎

弊社社長からお客様へご挨拶



２０１０年の株式市場はどうなるのでしょうか。世界と日本とに分けて考えてみます。

まず世界については、①世界全体の超低金利政策がどこで終止符を打つか、②景気がどの程度回復をするか、③中国

 

の万博やワールドカップなどのイベントが世界景気を押し上げるか、④大きく毀損した世界の金融システムが安定し、株式

 

市場が再成長軌道に戻るのか、というところが注目点です。

その中でも、米国については住宅市場の立ち直りについては不透明な要因があり、リスクを抱えていますが、一方で、雇

 

用環境が予想以上に回復をしており、それが消費の回復へと結びつく可能性が高いと考えています。また、ワールドカップ

 

や万博というイベントが控えており、これについては液晶TVや大型TVに対する需要を喚起させることが予想されます。そし

 

て、iPHONEに代表されるスマートフォンの普及により従来の携帯電話よりも単価の高い商材が普及することにより、市場

 

の拡大が期待できます。さらに、アップルのタブレットPCが３月に発売されることにより、タブレットPCというPCとスマート

 

フォンの中間になる新ジャンルの商品が生まれることも注目していきたいと思います。エレクトロニクス関連の需要環境に

 

ついては明るい見通しを予感させる材料が増えてきています。

日本については、①超緩和政策がどこで終止符を打つのか、②参議院選挙で民主党政権が維持するのか、③再度の政

 

権交代があるのか、それによる④株式市場の行方はどうなるのか、に注目をしていきたいと考えています。

日本の低金利政策は内需の弱さなどから早期解除は難しいとみていますが、一方で米国が年央にかけて金利の引き上

 

げを試みる可能性が高いと考えています。世界的な金融緩和の解除の流れが見えてくると内外金利差から日本の為替が

 

円安方向に向かうことになるかもしれません。日本の経済は弱い内需と世界景気の回復による外需の環境の好転および

 

円安の影響を受けて、年後半にかけて輸出比率の高い企業が大きな恩恵を受ける可能性が高くなるとみています。一方

 

で年央に参議院選挙がありますが、現状では自民党が政権交代をできるような変化を起こすことは難しいと考えています。

 

よって民主党政権はしばらく続くであろうと予想しています。民主党も政権政党として現実的な政策にシフトをしていくと考え

 

ているので、選挙による株式市場に与える影響は限定的だと考えています。

今年は景気的にも株式市場的にも二番底の懸念をはらみつつも、輸出企業や一部の勝ち組企業にとってはチャンスの

 

大きい年であると考えています。よって投資する銘柄については、引き続き内需の勝ち組企業に加えて、確かな競争力を

 

持つ輸出関連企業への投資比率を引き上げることが重要であると考えます。またネット関連企業の中には、スマートフォン

 

やタブレットPCの普及により恩恵を受ける企業が数多く生まれてくることは確実です。これらの企業はベンチャーや中堅企

 

業から生まれる可能性が高く、これらの成長企業にいかに的確に投資をできるかが今後の投資における成果を分けるも

 

のと考えています。Twitter(ツイッター)というミニブログサービスが伸びており、これに関連する企業の中でも大きく成長す

 

る会社が出てくるでしょう。ネット関連企業や環境関連企業のなかにも今後大きく成長する会社が出てくる可能性が高いだ

 

ろうと予想しています。

ひふみ投信もその見方に基づき、内需成長企業中心の組入れから、外需成長企業への組入れを増やしていき、現金の

 

比率も減らして株式の比率を増やしていこうと考えています。

２０１０年は例年にも増してより個別銘柄の発掘能力による差が運用成果に出る一年になると考えています。ひふみ投信

 

は運用チーム一同力をあわせてこれらの企業の発掘に力を入れようと考えています。

 

２０１０年のひふみ投信も旧年以上

 

によろしくご愛顧いただけることをお願いしたいと思います。精一杯がんばります。

 

（ひふみ投信

 

運用責任者

 

藤野英人）

2010年前半の株式相場について
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日本の雇用環境や消費関連は厳しい状態であり、街角指数などのコメントを参照しても、むしろ８月から悪化傾向にあり

 

ます。また１２月の冬のボーナスは２桁減と厳しく、消費については後ろ向きの状態が続いています。

一方で日銀は超緩和政策を続けており、全世界的に金融緩和政策が取られています。また在庫調整を急激に進めたエ

 

レクトロニクス業界の中には回復基調を示している企業も増えてきており、世界的な景気の回復の兆しも見えています。

この兆しをうけ、前回の11月度のひふみのあゆみでも申し上げた通り、「外需成長株」の比率を今までの「内需成長株」

 

一辺倒の組み入れから上昇させています。また、現金比率も現在のところ少しずつ引き下げています。

（ひふみ投信

 

運用責任者

 

藤野英人）

◆ 今後について

 

（運用や見通しについては、市場動向等の変化によって、変更することがあります）



※1

 

設定来の基準価額の騰落率は、当初募集価額（10,000

 

円）から2009年12月30日までにおける数値です。
※2

 

設定来のTOPIX騰落率は、当初設定日前日である2008

 

年9月30日から2009年12月30日までにおける数値です。

（基準価額とは「ひふみ投信」の値段のことです）

■ 組入比率の高い銘柄

 

（組入銘柄数：37銘柄）

（注）TOPIXは、当初設定日前日である2008年9月30日の値（1087.41）を10,000と

 

して指数化しています。

 

※基準価額は、信託報酬（年1.029％(税抜年0.980％) ）を控除した後の数値です。

（※・・・「ひふみ投信」をお持ちのお客様の保有口数合計です）

★組入比率は、株式・預金その他を含めた「純資産総額」に対する割合です。 （注）業種比率は、「株式資産」を100として、それに対する割合です。

2009年12月30日時点の基準価額 1万口当り

 

11,967円

国別の割合

日本株式 100

 

％

海外株式 0 ％

純資産総額 4.52億円

うち

 

株式 67.38

 

%

うち

 

預金その他 32.62

 

%

受益権総口数

 

（※） 377,969,151口
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TOPIX（東証株価指数）は当ファンドのベンチマーク（運用する際に目標とする基

 

準）ではありませんが、参考として記載しています。

 

TOPIXとは

 

・・・

 

東京証券取引所第一部に上場されているすべての銘柄の時価

 

総額（株数×１株当り時価）を指数化したものです。

 

日本の株式市場全体の動き

 

をあらわすともいえます。

ひふみ投信の基準価額について

■運用成績について ■基準価額の推移

ひふみ投信の資産内容について

 

（2009年12月30日時点）

■ 資産の内訳

支払い済分配金

第1期（2009年9月30日） 0円

設定来合計 0円
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ひふみ投信は分配金再投資専用の投資信託です。

TOPIX騰落率

過去1ヵ月 1.99% 8.05%

過去3ヵ月 -0.67% -0.25%

過去6ヵ月 5.26% -2.38%

過去1年 10.21% 5.63%

設定来 19.67%（※1） -16.54%（※2）

基準価額のあゆみ

　　　　　　　[騰落率]

銘柄コード 銘柄名 業種 比率

1 6301 小松製作所　　　　　　　　　　　　　　　 機械 4.28%

2 4775 総合メディカル　　　　　　　　　　　　　 小売 3.97%

3 2668 タビオ　　　　　　　　　　　　　　　　　 卸売 3.40%

4 3046 ジェイアイエヌ　　　　　　　　　　　　　 小売 3.30%

5 2678 アスクル　　　　　　　　　　　　　　　　 小売 3.29%

6 6594 日本電産　　　　　　　　　　　　　　　　 電機 3.02%

7 7522 ワタミ　　　　　　　　　　　　　　　　　 小売 2.92%

8 9843 ニトリ　　　　　　　　　　　　　　　　　 小売 2.76%

9 4568 第一三共　　　　　　　　　　　　　　　　 医薬品 2.63%

10 7203 トヨタ自動車　　　　　　　　　　　　　　 輸送用機器 2.57%

■ 組入銘柄の業種比率



■ ご参考資料：『ひふみ投信』の組入全銘柄（2009年12月30日時点）

・本資料は、レオス・キャピタルワークス（以下「当社」といいます。）が投資家の皆さまに情報提供を行なう目的で作成したものであり、投資勧誘を目的に作成
されたものではありません。
・本資料の作成にあたり、当社では情報の正確性等について細心の注意を払っておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
・本資料に掲載されている市場見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来の株価等の動きやファンドの将来の運用成果を保証するものでは
ありません。また、将来予告なしに変更される場合もあります。
・投資信託の取得の申込みにあたっては、投資信託説明書（目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、投資判断はお客さまご自身で行なっていただきます
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①「ひふみのあゆみ」を一部リニューアルいたします。
毎月前半に発行するレポートでは、ひふみ投信の運用報告を中心にお届けいたします。
そして後半に発行するレポートでは、セミナーでお客様から頂いたご質問と回答の紹介や当社スタッフのコラムなど、
より幅広い内容をお届けする予定です。是非ご愛顧のほどよろしくお願いいたします。

②「年間取引報告書」を1月中旬に発送します。

 

（昨年末時点で特定口座を開設しているお客様）

発送の宛先は、昨年末時点でのご登録住所になります。転居されていて弊社に新住所をお届けしていない場合には、

 

お早めにご連絡くださいますようお願いいたします。

コミュニケーション・センターよりお知らせ

★組入比率は、株式・預金
その他を含めた「純資産

 

総額」に対する割合です。

銘柄コード 銘柄名 比率 業種 市場

1 6301 小松製作所　　　　　　　　　　　　　　　 4.28% 機械 東京一部

2 4775 総合メディカル　　　　　　　　　　　　　 3.97% 小売 東京一部

3 2668 タビオ　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.40% 卸売 大阪二部

4 3046 ジェイアイエヌ　　　　　　　　　　　　　 3.30% 小売 ヘラクレス

5 2678 アスクル　　　　　　　　　　　　　　　　 3.29% 小売 東京一部

6 6594 日本電産　　　　　　　　　　　　　　　　 3.02% 電機 大阪一部

7 7522 ワタミ　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.92% 小売 東京一部

8 9843 ニトリ　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.76% 小売 東京一部

9 4568 第一三共　　　　　　　　　　　　　　　　 2.63% 医薬品 東京一部

10 7203 トヨタ自動車　　　　　　　　　　　　　　 2.57% 輸送用機器 東京一部

11 7550 ゼンショー　　　　　　　　　　　　　　　 2.57% 小売 東京一部

12 2175 エス・エム・エス　　　　　　　　　　　　 2.51% サービス 東京二部

13 4540 ツムラ　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.45% 医薬品 東京一部

14 4751 サイバーエージェント　　　　　　　　　　 2.36% サービス 東京二部

15 3092 スタートトゥデイ　　　　　　　　　　　　 2.26% 小売 東京二部

16 4819 デジタルガレージ　　　　　　　　　　　　 2.14% 情報通信 ＪＡＳＤＡＱ

17 9793 ダイセキ　　　　　　　　　　　　　　　　 2.08% サービス 東京一部

18 9983 ファーストリテイリング　　　　　　　　　 1.93% 小売 東京一部

19 2305 スタジオアリス　　　　　　　　　　　　　 1.81% サービス 東京一部

20 8915 タクトホーム　　　　　　　　　　　　　　 1.79% 不動産 東京一部

21 7581 サイゼリヤ　　　　　　　　　　　　　　　 1.79% 小売 東京一部

22 5714 ＤＯＷＡホールディングス　　　　　　　　 1.70% 非鉄金属 東京一部

23 2120 ネクスト　　　　　　　　　　　　　　　　 1.48% サービス 東京二部

24 2413 ソネット・エムスリー　　　　　　　　　　 1.43% サービス 東京一部

25 8410 セブン銀行　　　　　　　　　　　　　　　 1.23% 銀行 ＪＡＳＤＡＱ

26 6246 井上金属工業　　　　　　　　　　　　　　 0.99% 機械 大阪二部

27 4756 カルチュア・コンビニエンス・クラブ　　　 0.98% サービス 東京一部

28 2766 日本風力開発　　　　　　　　　　　　　　 0.67% 卸売 東京二部

29 7826 フルヤ金属　　　　　　　　　　　　　　　 0.64% その他製品 ＪＡＳＤＡＱ

30 8876 リロ・ホールディング　　　　　　　　　　 0.64% 不動産 ＪＡＳＤＡＱ

31 4574 大幸薬品　　　　　　　　　　　　　　　　 0.51% 医薬品 東京二部

32 2749 ＪＰホールディングス　　　　　　　　　　 0.48% サービス ＪＡＳＤＡＱ

33 9603 エイチ・アイ・エス　　　　　　　　　　　 0.34% サービス 東京一部

34 6245 ヒラノテクシード　　　　　　　　　　　　 0.20% 機械 大阪二部

35 7956 ピジョン　　　　　　　　　　　　　　　　 0.16% その他製品 東京一部

36 8871 ゴールドクレスト　　　　　　　　　　　　 0.06% 不動産 東京一部

37 9831 ヤマダ電機　　　　　　　　　　　　　　　 0.03% 小売 東京一部



月2回発行される運用レポート「ひふみのあゆみ」に沿って、運用担当者がどのような視点で経済・株式相場を考え、

 

銘柄を選択しているかなどについてお話しいたします。ひふみ投信について、投資哲学や具体的な特徴・しくみに

 

ついて詳しく知りたいお客様や、他の投資信託との違いが知りたいお客様向けのセミナーです。

◆2月 9日（火）

 

19：00 ～ 20:30

・本資料は、レオス・キャピタルワークス（以下「当社」といいます。）が投資家の皆さまに情報提供を行なう目的で作成したものであり、投資勧誘を目的に作成
されたものではありません。
・本資料の作成にあたり、当社では情報の正確性等について細心の注意を払っておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
・本資料に掲載されている市場見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来の株価等の動きやファンドの将来の運用成果を保証するものでは
ありません。また、将来予告なしに変更される場合もあります。
・投資信託の取得の申込みにあたっては、投資信託説明書（目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、投資判断はお客さまご自身で行なっていただきます
ようお願いいたします。

ひふみサロン・アカデミーの開催場所

 

：

 

レオス・キャピタルワークス

 

セミナールーム
東京都千代田区丸の内1－11－1 パシフィックセンチュリープレイス丸の内27階

JR東京駅

 

八重洲南口より徒歩3分

 

／

 

東京メトロ

 

銀座線「京橋駅」より徒歩7分

地図はこちら→

 

http://www.rheos.jp/about/overview/access.html

①くつろぎのある生活

 

②

 

お金と向き合う（お金の活かし方）

 

③

 

これからの経済や社会を考える

 

のいずれか

 

のテーマに沿って「ゆたかなくらし」についてのヒントを得るセミナーです。

 

毎回あらゆるジャンルの各界でご活躍のゲストをお呼びしてお話を伺います。

 

このため、「ひふみサロン」ではひ

 

ふみ投信の運用に関するご説明や質疑応答は特にいたしません。

◆◇◆◇◆

 

お申込み方法

 

（下記の中からお選びください）

 

◆◇◆◇◆
・

 

ホームページ

 

http://www.rheos.jp/func/seminarIntro.jsp

 

からお申込みください。
・

 

お電話

 

コミュニケーション・センター（03-6266-0123）までご連絡ください。

 

（平日9～17時）
・

 

E-mail

 

cc@rheos.jp

 

まで、①お名前

 

②ご希望の日時

 

③ご連絡先電話番号をご連絡ください。

【横浜】

 

1月28日（木）

 

19：00 ～

 

20:30

 

TKP横浜駅西口ビジネスセンター

（JR東海道線・京浜東北線

 

横浜駅西口徒歩3分／東京急行東横線・横浜市営地下鉄

 

横浜駅

 

徒歩3分）
地図はこちら→

 

http://www.rheos.jp/hifumi/seminar/TKP_yokohamaekinishi.pdf

【大阪】

 

2月に大阪市内で開催する予定で現在準備を進めております。

詳細は、決定次第ホームページでご案内いたします。

「ひふみ投信」

 

のコミュニケーション(セミナー)のお知らせ

ひふみサロン

 

「ゆたかな暮らし」について考える

ひふみアカデミー

 

ひふみ投信の運用について詳しく知る

ひふみフォーラム

 

ひふみ投信の商品概要や運用、サービスを知る

直近で予定しているセミナーをご紹介します。是非ご参加ください。

◆1月

 

19日（火）

 

19：00 ～

 

20:45

 

（受付開始

 

18：30）
ミュージックセキュリティーズ「セキュリテ」との交流サロン（計4回予定の第3回目）

「エコノミー・フォー・オーガニック

 

お金とものづくりのいい関係」
ゲスト：全量純米蔵を目指す会

 

小川原 良征 氏（神亀酒造専務）
ミュージックセキュリティーズ株式会社 代表取締役

 

小松

 

真実 氏

◆1月

 

27日（水）

 

19：00 ～

 

20:45

 

（受付開始

 

18：30）

「元気とキレイのための３ヶ条

 

」
ゲスト：

 

株式会社アイスタイル

 

代表取締役

 

山田

 

メユミ

 

氏

 

（女性に人気の化粧品情報サイト「＠ｃｏｓｍｅ（アットコスメ）」を主宰）

http://www.rheos.jp/about/overview/access.html
http://www.rheos.jp/func/seminarIntro.jsp
mailto:cc@rheos.jp
http://www.rheos.jp/hifumi/seminar/TKP_yokohamaekinishi.pdf


・本資料は、レオス・キャピタルワークス（以下「当社」といいます。）が投資家の皆さまに情報提供を行なう目的で作成したものであり、投資勧誘を目的に作成
されたものではありません。
・本資料の作成にあたり、当社では情報の正確性等について細心の注意を払っておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
・本資料に掲載されている市場見通し等は、本資料作成時点での当社の見解であり、将来の株価等の動きやファンドの将来の運用成果を保証するものでは
ありません。また、将来予告なしに変更される場合もあります。
・投資信託の取得の申込みにあたっては、投資信託説明書（目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、投資判断はお客さまご自身で行なっていただきます
ようお願いいたします。

商品分類 追加型投信／内外／株式

当初設定日 平成20年10月1日

信託期間 無期限

決算 毎年9月30日（休業日の場合、翌営業日）

収益の分配 決算時に収益分配方針に基づいて分配を行ないます。

お申込み

お申込単位
10,000円以上１円単位の金額指定でお申し込みください。
なお、収益分配金の再投資は、１円以上１円単位となります。

お申込価額 ご購入のお申込受付日の翌営業日の基準価額となります。

お申込受付日時 当社営業日の9時～15時までとなります。

途中換金

途中換金（解約）単位 1口以上または1円以上

解約価額 「解約請求受付日」の翌営業日の基準価額となります。

受付日時
当社営業日の15時までとなります。
解約のご請求は、お電話による受付けのみとなります。

課税関係
収益分配時の普通分配金、一部解約時および償還時の差益に対して課税されます。
※今後税法が改正された場合などには、課税関係が変更になる場合があります。

信託報酬 信託財産の純資産総額に対して年1.029％(税抜年0.980％)

監査費用 信託財産の純資産総額に対して年0.00525％（税抜年0.005％）

その他の費用 組入有価証券の売買の際に発生する売買委託手数料（それにかかる消費税）
先物取引・オプション取引等に要する費用、外貨建資産の保管等に要する費用

 

租税、信託事務の処理に要する諸費用および受託会社の立替えた立替金の利息など

～お問い合わせ先～
コミュニケーション・センター

 

電話：

 

03－6266－0123

 

（平日9時～17時）

 

メール：

 

cc@rheos.jp

※

 

｢その他の費用｣については、運用状況等により変動するものであり事前に料率、上限額等を表示することができません。

「ひふみ投信」は、国内外の株式を組み入れるため、株価変動の影響を大きく受けます。一般に株式の価格は、個々

 

の企業の活動や業績、国内および国外の経済・政治情勢などの影響を受け変動するため、株式の価格が下落した場

 

合には基準価額は下落し、投資元本を割り込むことがあります（株価変動リスク）。外貨建資産を組み入れた場合、為

 

替レートの変動の影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。投資国・地域の政治・経済情勢や株式

 

を発行している企業の業績、市場の需給等、さまざまな要因を反映して、「ひふみ投信」の基準価額が大きく変動するリ

 

スクがあります（為替変動リスクとカントリーリスク）。したがって、お客様（受益者）の投資元本は保証されているもので

 

はなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。この他には、流動性リスクや信用リス

 

ク等があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）の｢投資リスク｣をご覧ください。

◆「ひふみ投信」の概要について

 

※詳しくは投資信託説明書（目論見書）をご確認ください

◆ 「ひふみ投信」に係るリスクについて

◆ お客様の負担となる費用について

◇お客様に直接ご負担いただく費用

 

：

 

ありません
申込手数料 ・

 

換金（解約）手数料

 

・

 

信託財産留保額

 

は一切ありません。

なお、「振込購入」に際しての送金手数料はお客様負担となります。
◇お客様に間接的にご負担いただく費用

 

：

 

次のとおりです

mailto:cc@rheos.jp

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

